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　この度は20年の永年勤続表彰をして頂き有難うござ
いました。私が当院に配属されたのは2002年4月で私
が35歳の時です。それまで既に7回転勤を経験しており
ましたが、大学病院以外は2年を超えて勤務したことは
一度もない状態でした。私が当院に勤務し始めた時は、
国立療養所広島病院から国立広島病院に名称が変更
された時期で、児玉安紀先生が病院長、勇木清先生が
脳神経外科の部長をされておられました。当時から脳神
経外科は診療内容が充実しており、特に勇木先生には
当時ほぼ全く手術ができなかった私を根気強く、非常に
熱心にご指導して頂きました。お陰様で何とか脳神経外
科の手術医としてやっていける事ができるようになりまし
た。当時は他の施設を見ても、若手脳外科医が手術技
術を習得できるようにする指導体制の病院は少なく、大
変感謝しております。その後、2015年4月からは脳神経
外科の部長を任され、プレッシャーを感じながらも、恩返

しと社会への貢献のため、患者さんに最善の結果をもた
らしながら且つ若い先生方が手術技術を少しでも効率よ
く習得できるかを優先して考え、日々 研鑽させて頂いてお
ります。また脳外科診療以外では2012年から設立され
た院内の英会話教室のお世話係を行い、同時に院内の
外国人患者さんへの通訳活動、そして英会話教室の講
師、また、派遣元の広島大学外国語研究科と協力して
国際的な医学英語のテキストや英語解説による診療案
内映像の作成などを進めております。また2021年4月か
らは臨床研究部長を拝命し優秀な臨床研究部や治験
管理室のスタッフのもとで新たな領域の仕事もさせて頂
いております。これからも、東広島医療センターの発展の
ために尽力したいとあらためて考えております。

臨床研究部長　貞友　隆

臨床検査科技師長　笠井　昇

永年勤続表彰

　この度は、永年勤続表彰で賞状と銀杯を賜りありがと
うございました。この表彰式の話を伺った時に「そういえ
ば勤続30年以上の職員表彰があったなぁ」とどこか他
人事の様に思いました。と同時に就職して30年以上も
経ったのかと感慨に耽ることもなく、平成元年に今となっ
ては死語になりましたが「賃金職員」として採用になり、
計算上33年が経過していることになり間違いなく該当者
だと納得しました。
　33年間を振り返って今の私があるのは、職場のスタッ
フそして家族がいればこそ今まで頑張ってこれたように思
います。役職が、技師、主任技師、副技師長そして技師
長にとその役職に応じてその時その場に於いて自分の頑
張りだけでは到底どうにもならない周りの協力があった
からこそ、その立場でいられたと思います。日々のルーチ
ン業務、学会発表や講師、職場以外のところでは、国立
病院関連の協議会の役員をさせて頂いたこともありまし
た。仕事や仕事外の事も自分にとって必要なこととポジ
ティブに受け止めるように心掛けてきました。今思い返せ
ばしんどいながらも自分の器を大きくするよい経験になっ

ていると思います。この33年間で私にとって忘れられな
い出来事があります。それは、今から５年前の年度末に
右耳下腺がんの手術を受けた事です。お陰様で術後は
今のところ順調です。しかし、まさか自分が癌に罹るとは
これっぽっちも思っていなかったので人生何が起こるか
わかりません。家族に対しても職場のスタッフに対しても
健康であることの大切さを思い知らされました。今現在、
単身赴任の身であり健康面には気を付けながら、お陰
様でレパートリーは少ないですが料理ができるようになり
ました。また、1年以上になりますが健康管理と気分転換
に毎週末には30分のウォーキングをして健康維持に努
めています。定年前の現在、5番目の末っ子が中学３年
生であり、父親としてまだまだ若 し々く元気でいたいもの
です。この度の表彰を節目として日々感謝の思いで医療
従事者として職責を全うしていこうと思います。今回、投
稿の機会を下さり改めて33年間という年月を振り返る事
が出来たことに感謝申し上げます。

診療部長（心臓血管外科）　森田　　悟
 呼吸器外科部長　原田　洋明

DMAT隊員医師である森田（心臓血管外科）と原田（呼吸器外科）が
広島県から地域災害医療コーディネーターに任命されました

地域災害医療コーディネーターとは
災害時に、都道府県並びに保健所及び市町村が保
健医療活動の総合調整等を適切かつ円滑に行えるよう、
保健医療調整本部並びに保健所及び市町村における
保健医療活動の調整等を担う本部において、被災地の
保健医療ニーズの把握、保健医療活動チームの派遣調
整等に係る助言及び支援を行うことを目的として、都道府
県により任命された者である。
と、されています。

森田（心臓血管外科）と原田（呼吸器外科）は令和3年
11月に開催された広島県災害医療コーディネート研修に
参加しています。
本研修は県や市といった行政に災害医療本部が立ち

上がった際に、その本部での活動について、理解と実践
を目指して組まれた研修でした。各保健所の幹部職員ク
ラスと各地域の災害医療コーディネーターが受講者とな
り、広島県災害医療担当部署の幹部職員も参加する、ま
さに『災害医療に関するオールひろしま』が集結した研修
でした。
災害医療ACT研究所という宮城県石巻市の災害医
療拠点病院のスタッフが、東日本大震災の経験を元に立
ち上げた組織が全国で行っている研修で、広島県では
初の研修となりました。

被害程度・状況の把握と想定、避難所の開設と状況
評価、DMAT隊の効果的配属、本部における情報整理
の実際などについて、まず上述の単元毎に講義と実習を
行いました。さらに機能的なチーム作りの方法についての

講義の後、1班15人程度で実際の災害拠点本部を構成
し、災害発生から本部の立ち上げ、救護所の開設（有益な
場所の選定からDMAT隊の派遣）から始まり、被災した医
療機関へDMATを派遣し状況の確認から支援の必要性
把握と実際に部隊派遣の決定、救護所における不足物
資の確認と支援およびDMAT隊の派遣必要性の確認、
などなど次々に実際起こりうる事態に対して本部チームが
それぞれ任務を担いつつ有機的に協力できるように実践
的なシミュレーション実習が連続2時間程度、まさに災害
が目の前で起こっているような想定で行われました。

災害拠点本部にはすさまじいばかりの情報量と要求
がぶつけられます。時間の経過とともに次から次へと起こ
る状況に対して、それらに優先度をつけつつ可及的速や
かに担当部署へ対応を依頼し、さらにその結果もきちん
と把握・評価することが不可欠となります。災害医療にお
いては、現場での活動だけで無く、統括する本部の活動
のすさまじいばかりの仕事量と本部チーム全体が有機的
に機能する状況を築く困難さを学ぶことができました。

昨今、広島県は国内で最も災害が多い地域として認
識されるに至っています。当院はDMATを広島中央医療
圏で唯一有する病院ですが、ここ3年で医師1名、看護師
3名、業務調整員（医師・看護師以外の病院職員）5名が
異動・退職し、DMAT隊を構成することすら厳しい状況に
陥っています。特に業務調整員の補充は急務です。広島
県からも隊員補充について依頼が届いている状況でも
あり、興味のある方は森田、原田もしくは長山（管理課）ま
でご連絡ください。よろしくお願いします。
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